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学
童
疎
開 

 

今
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
か
ら
七

十
年
の
節
目
の
年
で
す
。
広
島
・
長
崎
へ

の
原
爆
投
下
と
い
う
大
き
な
犠
牲
を
は
ら

い
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
戦
争
が

終
わ
り
ま
し
た
。
戦
時
中
、
人
々
は
大
切

な
人
と
の
別
れ
や
空
腹
に
耐
え
、
空
襲
に

お
び
え
る
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
九
年
、
空
襲
が
激
し
さ
を
増
す

な
か
、
政
府
は
子
ど
も
た
ち
の
疎
開
を
閣

議
決
定
し
ま
し
た
。
「
学
童
疎
開
都
市
」

に
指
定
さ
れ
た
神
戸
市
は
、
市
内
の
国
民

学
校
に
通
う
三
年
生
か
ら
六
年
生
の
児
童

を
順
次
疎
開
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

兵
庫
県
下
を
中
心
に
岡
山
・
鳥
取
へ
、
合

わ
せ
て
約
一
万
七
千
人
の
子
ど
も
た
ち
が

集
団
疎
開
し
て
い
き
ま
し
た
。 

但
馬
出
身
の
児
童
文
学
者
、
森
は
な
さ

ん
の
作
品
『
じ
ろ
は
っ
た
ん
』
の
中
に
は

神
戸
か
ら
県
北
部
の
養
父
の
お
寺
へ
集
団

疎
開
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
さ
び
し
さ
や
ひ
も
じ
さ
、
子
ど

も
同
士
の
い
さ
か
い
な
ど
か
ら
元
気
を
な

く
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
を
、
知
的
障
害

の
あ
る
地
元
の
青
年
じ
ろ
は
っ
た
ん
は
、

い
つ
も
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

戦
争
が
終
わ
り
、
帰
っ
て
き
た
子
ど
も

た
ち
が
見
た
の
は
、
相
次
ぐ
空
襲
で
姿
を

変
え
た
神
戸
の
町
で
し
た
。 

ＫＯＢＥの本棚 
     ― 神戸ふるさと文庫だより ― 
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ど
う
み
や 

湊
山
も
の
が
た
り
―
伝
え
た
い
風
景
、
残

し
た
い
記
憶
。
神
戸
市
立
湊
山
小
学
校 

今
年
三
月
、
一
四
一
年
の
歴
史
に
幕

を
閉
じ
た
市
立
湊
山
小
学
校
の
記
念
誌
。 

 
 

一
章
で
は
、
神
戸
海
軍
操
練
所
を
移

築
し
た
校
舎
、
錨
に
英
語
の
Ｓ
を
組
み

合
わ
せ
た
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
校
章
な

ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
校
史
が
語

ら
れ
る
。
三
章
で
は
、
湊
川
や
校
区
の

生
き
物
な
ど
地
域
の
自
然
を
紹
介
。 

卒
業
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
湊
山
あ

る
あ
る
思
い
出
物
語
」
や
学
校
生
活
の

写
真
が
大
切
な
思
い
出
と
し
て
収
め
ら

れ
て
い
る
。 

 

絶
滅
企
業
に
学
べ
！
―
今
は
な
き
人
気
企

業
に
学
ぶ
10
の
「
勝
因
」
と
「
敗
因
」 

 

指
南
役
（
大
和
書
房
） 

一
時
代
を
築
き
つ
つ
も
消
え
た
企
業

を
全
十
章
で
紹
介
し
、
そ
の
勝
因
と
敗

因
を
各
章
の
最
後
で
ま
と
め
て
い
る
。 

 

神
戸
で
は
鈴
木
商
店
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
一
介
の
個
人
商
店
か
ら
総

合
商
社
に
上
り
詰
め
た
成
長
に
は
、
大

番
頭
金
子
直
吉
の
才
覚
が
不
可
欠
で

あ
っ
た
。
し
か
し
敗
因
も
晩
年
、
人
の

意
見
に
耳
を
傾
け
な
く
な
っ
た
金
子
に

あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
一
世
を
風
靡

し
た
企
業
の
物
語
に
は
経
営
の
ヒ
ン
ト

が
詰
ま
っ
て
い
る
。 

       

道
を
切
り
拓
く 

矢
田
立
郎
（
神
戸
新
聞

総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

著
者
は
前
神
戸
市
長
で
あ
る
。
五
歳

で
神
戸
空
襲
に
遭
い
、
九
死
に
一
生
を

得
た
幼
少
期
か
ら
市
長
退
任
ま
で
、
行

政
マ
ン
時
代
を
中
心
に
、
自
ら
の
四
分

の
三
世
紀
の
歩
み
を
振
り
返
る
。
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
誕
生
、
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
神
戸
大
会
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
な
ど
行
政
現
場
の
様
々
な
シ
ー
ン
、

人
々
と
の
出
会
い
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

タ
イ
ト
ル
に
は
「
足
跡
が
全
く
な
い

道
を
歩
む
た
め
挑
戦
し
、
振
り
返
れ
ば

道
が
付
い
て
い
る
、
道
は
自
ら
が
切
り

拓
い
て
い
く
も
の
」
と
い
う
著
者
の
想

い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
全
編
を

貫
く
テ
ー
マ
と
も
な
っ
て
い
る
。 

      

京
都
・
大
阪
・
神
戸
の
喫
茶
店
―
珈
琲
三

都
物
語 

川
口
葉
子
（
実
業
之
日
本
社
） 

 

神
戸
に
お
住
ま
い
の
方
な
ら
少
な
か 

ら
ず
見
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う 

老
舗
喫
茶
店
と
新
名
所
を
紹
介
す
る
。 

神
戸
の
喫
茶
店
に
は
、
京
都
と
も
大

阪
と
も
異
な
る
独
自
の
伝
統
が
あ
り
、

内
装
や
メ
ニ
ュ
ー
に
個
性
が
あ
り
な
が

ら
、
文
化
的
な
佇
ま
い
を
見
せ
て
い
る

と
著
者
は
言
う
。
家
で
紅
茶
を
飲
み
、

外
で
珈
琲
を
飲
む
と
語
ら
れ
る
神
戸
人
。

自
分
の
こ
だ
わ
り
の
一
杯
を
見
つ
け
て

み
て
は
い
か
が
。 

 

木
の
文
化
を
守
る
匠
の
技
と
心
―
竹
中
大

工
道
具
館
三
十
周
年
記
念 

竹
中
大
工
道

具
館 

 
 

本
書
は
、
二
部
構
成
で
、
前
半
で
は
、

「
数
寄
屋
の
美
学
」
「
堂
宮
大
工
の 

心
」
「
大
工
道
具
へ
の
こ
だ
わ
り
」

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
も
の
づ
く
り
」
と
題

し
て
、
技
と
正
確
さ
へ
の
こ
だ
わ
り
に

つ
い
て
匠
た
ち
の
熱
い
思
い
が
語
ら
れ

る
。
後
半
で
は
、
館
の
様
々
な
企
画
や
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
展
覧
会
の
数
々
が
年

ご
と
の
一
覧
表
で
示
さ
れ
て
い
る
。 

 
本
書
は
、
匠
の
技
を
残
し
、
未
来
へ

と
つ
な
げ
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
館
の

三
十
年
の
過
去
を
振
り
返
り
、
更
に
未

来
を
指
し
示
す
一
書
で
あ
る
。 

              

雨
に
泣
い
て
る 

真
山
仁
（
幻
冬
舎
） 

物
語
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
翌
日

の
新
聞
記
事
か
ら
始
ま
る
。
奇
跡
の
生

還
―
瓦
礫
の
下
か
ら
少
女
を
救
出
、
と

い
う
記
事
に
は
悲
劇
的
な
後
日
談
が

あ
っ
た
。
担
当
し
た
記
者
は
、
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
記
事
を
書
い
た
自
責
の

念
と
取
材
へ
の
恐
怖
を
か
か
え
て
い
た
。

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
時
、
記
者

は
東
北
へ
行
き
、
被
災
者
と
向
き
合
い

記
事
を
書
く
。
そ
し
て
津
波
で
命
を

失
っ
た
あ
る
僧
侶
の
過
去
へ
と
迫
る
。 

著
者
は
元
新
聞
記
者
で
、
後
の
フ

リ
ー
ラ
イ
タ
ー
時
代
に
垂
水
で
震
災
を

経
験
す
る
。
本
書
は
そ
れ
か
ら
二
十
年

後
に
書
か
れ
た
小
説
で
あ
る
。 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200170910&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200430335&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200171423&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200430669&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200170307&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200421681&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200169628&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200424209&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200169981&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200427612&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200170943&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200424269&type=CtlgBook
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こ
う
ず
い 

に
ら
く
そ
う 

お
お
ぞ
う
ち
ょ
う 

幻
の
五
大
美
術
館
と
明
治
の
実
業
家
た
ち 

中
野
明
（
祥
伝
社
） 

 
 

川
崎
造
船
所
の
創
設
者
で
あ
る
川
崎

正
蔵
は
、
美
術
品
の
蒐
集
家
と
し
て
も

有
名
だ
っ
た
。
神
戸
市
加
納
町
に
あ
っ

た
邸
宅
の
一
角
を
私
設
の
美
術
館
と
し
、

公
開
も
し
て
い
た
。
し
か
し
、
本
人
の

死
後
、
金
融
恐
慌
の
影
響
で
川
崎
造
船

所
は
破
綻
、
蒐
集
品
は
散
逸
し
て
し
ま

う
。
本
書
は
、
他
に
松
方
幸
次
郎
な
ど

質
量
と
も
に
十
分
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

持
ち
な
が
ら
公
開
す
る
に
至
ら
な
か
っ

た
実
業
家
五
人
を
取
り
上
げ
、
彼
ら
の

蒐
集
品
の
全
貌
と
美
術
館
設
立
頓
挫
の

過
程
を
解
き
明
か
し
て
い
る
。 

 

カ
ッ
チ
ン 

い
ず
み
た
か
ひ
ろ
作 

津
田

櫓
冬
絵
（
小
峰
書
店
） 

 
 

舞
台
は
一
九
五
九
年
、
終
戦
か
ら
十

四
年
経
っ
た
神
戸
。
兵
庫
運
河
の
流
れ

る
街
で
暮
ら
す
小
学
五
年
生
、
カ
ッ
チ

ン
の
日
々
の
出
来
事
が
描
か
れ
る
。 

 
 

ダ
ル
マ
船
で
暮
ら
す
少
女
、
北
朝
鮮

に
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
親
友
、
く
ず
鉄

拾
い
で
家
計
を
支
え
る
同
級
生
ら
と
の

温
か
い
交
流
や
、
そ
れ
を
優
し
く
見
守

る
周
り
の
大
人
た
ち
。 

 
 

貧
し
く
と
も
逞
し
く
生
き
て
い
た
時

代
の
空
気
と
と
も
に
、
当
時
の
神
戸
の

懐
か
し
い
情
景
が
浮
か
び
上
が
る
。 

二
楽
荘
史
談 

和
田
秀
寿
編
著
（
国
書
刊

行
会
） 西

本
願
寺
の
宗
主
大
谷
光
瑞
は
明
治

四
二
年
（
一
九
〇
九
）
現
在
の
東
灘
区

に
別
邸
と
し
て
二
楽
荘
を
建
て
た
。
山

上
に
威
容
を
誇
る
姿
は
評
判
を
呼
び
、

一
般
公
開
さ
れ
る
と
見
物
人
が
押
し
寄

せ
た
。 

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
芦
屋
市

立
美
術
博
物
館
で
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
再
考 

二
楽
荘
と
大
谷
探
検
隊
」
と
い
う
展
覧

会
が
開
催
さ
れ
、
後
に
パ
ー
トⅡ

も
開

か
れ
た
。
こ
の
二
回
の
展
示
図
録
を
再

構
成
し
新
し
い
研
究
成
果
を
加
え
た
も

の
が
本
書
で
あ
る
。
二
楽
荘
は
存
在
し

た
期
間
が
短
く
資
料
は
あ
ま
り
残
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
現
時
点
で
の
二
楽

荘
研
究
の
集
大
成
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
だ
ろ
う
。 

           

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

住
吉
の
だ
ん
じ
り
写
真
集 

住
吉
地
車
振

興
会 

伝
え
た
い
、
大
沢
町
出
征
兵
士
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ 

藤
崎
潤
（
大
沢
町
遺
族
会
） 

                         

広
告
写
真
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
―
写
真
家
・ 

中
山
岩
太
と
一
九
三
〇
年
代 

松
實
輝
彦 

（
青
弓
社
） 

兵
庫
の
陶
磁
―
多
彩
な
窯
場
、
そ
の
成
立 

と
発
展
を
探
る 

兵
庫
陶
芸
美
術
館 

 

 

 

神戸あんな人こんな人 その 4 

亀井 一成 昭和５年（1930年）～平成22年（2010年） 

王子動物園飼育員・学芸員 

 

 

書館』 

 

 

  神戸生まれの動物好き少年、亀井一成は昭和25年、19歳で縁あって神戸

市立諏訪山動物園（現市立王子動物園）で働き始めます。同年３月に開かれ

た「神戸博」で来神したインド象の世話係になり、半世紀にわたる亀井の動

物園勤務が始まります。 

亀井を一気に有名にしたのが、日本初のチンパンジーの赤ちゃんチェリー

の人工哺育です。昭和36年、王子動物園での国内初のチンパンジーの出産

は、母猿の育児拒否で生育は失敗に終わります。同38年６月、チェリーが生

まれると、亀井は夜には自宅に連れ帰るなど、懸命の「子育て」を行い、人

工哺育に成功します。さらにその後も３頭を育て上げ、これらの功績によ

り、昭和49年には「日本動物園水族館協会技術賞」を受賞します。 

亀井は、飼育員として、誰にも負けない動物への愛情と仕事への情熱を持

ち続けた人でした。定年退職後も、園内の動物科学館で「子ども動物相談」

を担当し、動物の不思議、素晴らしさから、生態系や生命の尊厳など、私た

ちが忘れてはならない大切なメッセージを発信し続けました。 

著書：『動物の赤ちゃんを育てる 動物園飼育員50年』朝日新聞社、 

『チンパンジー神ちゃんの日記』ポプラ社 など多数 

かめ い いっせい 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200171036&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200427966&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200169689&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200417989&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200166472&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200417134&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200171729&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200432853&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200172298&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200434636&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200170424&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200426941&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200172172&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200434440&type=CtlgBook
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た
だ
ち
か 

か
ね 

七月九日 湊山温泉 『神戸市水害誌附圖』より 

こ
ん
こ
ん 

て
ん
の
う
だ
に 

ご 

ず 

て
ん
の
う 

ひ
ら
の 

さ
ん
か
い
き 

う
る
う 

ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
80 

 
平
野
の
温
泉 

 
 

天
然
温
泉
が
兵
庫
区
の
北
部
に
湧
き
出

て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
平
野

の
祇
園
神
社
の
麓
、
天
王
谷
川
の
ほ
と
り

で
す
。
神
社
の
祭
神
が
牛
頭
天
王
で
あ
る

こ
と
か
ら
こ
の
あ
た
り
を
天
王
谷
と
い
い

ま
す
。
か
つ
て
は
川
を
は
さ
ん
で
二
軒
の

温
泉
施
設
が
あ
り
ま
し
た
が
、
東
岸
の
天

王
温
泉
は
平
成
十
六
年
に
閉
店
し
ま
し
た
。

少
し
上
流
西
岸
の
湊
山
温
泉
も
、
利
用
客

減
少
等
の
理
由
か
ら
平
成
二
七
年
五
月
、

閉
店
す
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
直

前
、
静
岡
の
企
業
か
ら
運
営
協
力
の
申
し

出
が
あ
っ
た
の
で
す
。
平
清
盛
ゆ
か
り
の

由
緒
あ
る
温
泉
の
存
続
に
、
地
元
は
喜
び

の
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

平
清
盛
は
一
一
六
七
年
、
太
政
大
臣
の

位
を
辞
し
隠
居
す
る
地
を
、
当
時
福
原
と

呼
ば
れ
た
平
野
に
求
め
ま
し
た
。
公
卿
、

中
山
忠
親
の
日
記
『
山
槐
記
』
一
一
七
九

年
六
月
の
条
に
「
清
盛
邸
を
去
る
一
丁
ば

か
り
に
あ
る
湯
屋
へ
車
で
わ
た
ら
せ
給

う
」
と
あ
り
ま
す
。
清
盛
邸
「
雪
の
御

所
」
は
元
湊
山
小
学
校
の
場
所
だ
と
推
定

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
一
丁
（
約

一
〇
九
ｍ
）
の
温
泉
と
い
う
と
、
湊
山
・

天
王
温
泉
付
近
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
温
泉

が
文
献
に
登
場
し
た
最
初
で
す
。
清
盛
や

平
氏
の
人
々
が
温
泉
に
入
っ
て
い
た
こ
と

は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
れ
か
ら
約
四
百
年
後
の
慶
長
元
年

（
一
五
九
六
）
一
二
月
、
豊
臣
秀
吉
が
兵

庫
津
の
豪
商
正
直
屋
寿
閑
に
「
湊
川
上
温

泉
」
開
設
を
許
可
し
た
朱
印
状
を
与
え
て

い
ま
す
。
こ
の
年
閏
七
月
、
近
畿
に
大
地

震
が
あ
り
、
兵
庫
の
町
は
壊
滅
に
近
い
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
温
泉
も
壊
れ
た
た
め
、

秀
吉
は
寿
閑
に
復
興
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
湊
川
の
上
流
は
天

王
谷
川
な
の
で
、
清
盛
時
代
と
泉
源
は
同

じ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

そ
の
後
、
温
泉
場
は
い
つ
し
か
途
絶
え

て
い
ま
し
た
。
明
治
六
年
、
紀
州
の
人
が

温
泉
の
復
活
を
計
画
す
る
も
地
元
の
反
対

で
成
ら
ず
、
奥
平
野
村
な
ど
土
地
の
人
た

ち
が
組
合
を
つ
く
り
温
泉
を
開
設
。
し
か

し
損
失
が
大
き
く
な
り
、
明
治
十
一
年
に

廃
業
。
明
治
十
八
年
に
林
原
吾
氏
が
湊
山

温
泉
を
再
開
し
ま
し
た
（
『
神
戸
開
港
三

十
年
史
』
明
治
三
一
年
）。 

 

名
所
案
内
書
『
神
戸
の
花
』（
明
治
三

十
年
）
な
ど
に
、
料
亭
や
旅
館
が
軒
を
連

ね
、
入
浴
を
兼
ね
た
客
で
賑
わ
う
様
子
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

明
治
三
七
年
に
は
、
料
亭
金
佐
亭
の
経

営
者
秋
田
幸
平
氏
が
天
王
温
泉
を
開
業
、

浴
場
を
新
築
し
ま
し
た
。
温
泉
は
金
佐
温

泉
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
（
『
系
図
か
が

み
』
大
正
元
年
）。 

一
方
、
湊
山
温
泉
は
明
治
後
期
に
一
時

衰
退
し
た
の
ち
、
盛
り
返
し
た
よ
う
で
す
。 

 

『
兵
庫
県
統
計
書
』
に
よ
る
と
、
大
正
十

一
年
の
延
入
浴
客
数
は
湊
山
温
泉
二
四
六
、

二
一
五
人
、
金
佐
温
泉
二
一
五
、
五
〇
〇

人
も
あ
り
ま
し
た
。 

             

昭
和
十
三
年
七
月
五
日
、
神
戸
・
阪
神

地
方
を
大
水
害
が
襲
い
ま
し
た
。 

天
王
谷
川
と
石
井
川
に
は
さ
ま
れ
た
こ

の
地
域
の
被
害
も
凄
ま
じ
い
も
の
で
し
た
。

天
王
谷
川
は
、
昭
和
六
年
、
湊
山
温
泉
付

近
か
ら
石
井
川
と
の
合
流
地
点
ま
で
を
暗

渠
に
し
て
、
上
は
公
園
遊
歩
道
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
暗
渠
入
口
が
土
砂
・
流
木
で

ふ
さ
が
れ
、
激
流
が
遊
歩
道
の
路
面
に
飛

び
出
し
、
両
側
の
人
家
に
氾
濫
、
両
温
泉

に
も
土
砂
が
な
だ
れ
こ
み
ま
し
た
（
『
湊

區
水
害
誌
』
昭
和
十
四
年
）。 

当
館
所
蔵
『
神
戸
市
大
水
害
ス
ケ
ッ

チ
』
に
は
、
湊
山
温
泉
の
屋
根
に
「
天
然

温
泉 

異
状
な
し
」
と
大
書
さ
れ
た
看
板

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
神
戸
新
聞
の
昭
和

十
三
年
八
月
一
六
日
記
事
に
、「
幸
ひ
に

源
泉
に
は
何
等
異
常
な
く
一
昼
夜
六
千
石

の
天
然
泉
が
滾
々
と
し
て
湧
出
し
て
ゐ
る

の
で
経
営
者
持
田
常
吉
翁
は
こ
れ
を
機
と

し
て
豫
て
の
計
画
通
り
株
式
組
織
に
変
更

し
更
正
復
興
せ
し
む
べ
く
八
方
奔
走
中
」

と
あ
り
ま
す
。 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
も
、
新
聞
の

生
活
情
報
欄
「
利
用
で
き
る
浴
場
」
に
湊

山
温
泉
、
天
王
温
泉
の
名
前
が
あ
り
ま
し

た
。
あ
の
時
、
お
風
呂
が
ど
ん
な
に
有
難

か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
何
度
も
よ
み
が

え
っ
て
き
た
道
の
り
に
、
良
質
な
源
泉
を

守
り
活
用
し
た
い
と
い
う
人
々
の
思
い
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。 

      『
神
戸
市
大
水
害
ス
ケ
ッ
チ
』
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
よ
り 
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